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※「大地といのちの会」の活動に関するホームページ　http://www13.ocn.ne.jp/̃k.nakao/

��

　
１
月
29
日
、
美
津
島
文
化
会
館
で
、

生
ご
み
減
量
化
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推

進
事
業
対
馬
地
区
第
４
回
実
践
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
、
長
崎
県
の
委
託
を
受

け
生
ご
み
減
量
化
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
民
間
非
営
利
団
体
「
大
地
と
い
の

ち
の
会
」
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。�

　
研
修
会
は
、
対
馬
市
で
活
躍
し
て
い

る
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
と
地
域
リ
ー
ダ
ー

５
人
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
、

食
生
活
改
善
推
進
員
さ
ん
を
は
じ
め
、

野
菜
作
り
や
環
境
問
題
な
ど
に
興
味
を

持
つ
方
々
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。�

�����

　
研
修
会
で
は
、
は

じ
め
に
「
大
地
と
い

の
ち
の
会
」
代
表
の

吉
田
俊
道
さ
ん
が
講

演
を
行
い
、
堆
肥
化

の
意
義
や
、
生
ご
み

堆
肥
で
育
て
ら
れ
た

野
菜
が
、
本
来
持
つ

栄
養
価
を
十
分
に
含

み
、
食
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
考
え
る
「
食
育
」
の
分
野

で
も
注
目
を
浴
び
て
い
る
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
あ
と
、
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー

や
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ

る
事
例
発
表
が
あ
り
、
生
ご
み
堆

肥
化
へ
の
取
り
組
み
状
況
を
報
告

し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
堆
肥
化
に
使
う
「
ボ

カ
シ
」
（
米
ぬ
か
に
微
生
物
を

培
養
さ
せ
た
も
の
）
づ
く
り
の

実
演
や
、
実
際
に
吉
田
さ
ん
が

作
っ
た
人
参
と
市
販
の
人
参
と

の
食
べ
比
べ
も
あ
り
、
人
参
の

大
き
さ
や
味
の
違
い
に
驚
い
て

い
ま
し
た
。�

�

��

　
生
ご
み
は
、
一
般
廃
棄
物
の
３
割
か

ら
４
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
、
水
分
を

含
む
た
め
、
対
馬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
も
、
ご
み
焼
却
の
際
の
燃
焼
効
率
を

下
げ
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
対
馬
市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
を

図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
器
設
置
補
助

金
交
付
事
業
に
よ
り
、
容
器
式
及
び
電

気
式
の
生
ご
み
処
理
器
を
購
入
さ
れ
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
、
生
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
対
馬

市
全
体
の
生
ご
み
発
生
量
に
は
遠
く
及

び
ま
せ
ん
。�

　
ボ
カ
シ
に
よ
る
生
ご
み
の
堆
肥
化
は
、

微
生
物
の
働
き
に
よ
り
生
ご
み
を
土
壌

作
り
に
利
用
し
、
生
ご
み
を
減
量
、
ご

み
焼
却
施
設
で
の
電
気
や
燃
料
の
節
約
、

さ
ら
に
、
栄
養
価
の
高
い
野
菜
作
り
と
、

一
石
三
鳥
の
効
果
が
あ
り
、
全
国
的
に

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。�

�

対馬市では電気式、容器式、密閉容器式の生ごみ処理器に補助金を交付いたします。�

　　　　○容器式（コンポスト容器及び生ごみ専用密閉器）�

　　　　　購入金額の10分の８以内とし、１個につき5,000円を限度とする。�

　　　　○電気式　購入金額の３分の１以内とし、３万円を限度とする�

「対馬市生ごみ処理器設置補助金」のお知らせ�

【問い合せ先】　市役所廃棄物対策課又は各支所住民生活課へ�
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年
金
コ
ー
ナ
ー�

　
春
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。「
就
職
」

「
退
職
」「
転
勤
」
な
ど
が
多
い
季
節
で
す
。

こ
れ
ら
の
節
目
・
節
目
に
は
国
民
年
金
の

届
出
を
お
忘
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。�

�

○
会
社
を
辞
め
た
と
き�

　
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
資
格
取

　
得
届
の
届
け
を
し
て
下
さ
い
。
市
町
村

　
及
び
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
へ�

○
会
社
員
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
な

　
く
な
っ
た
と
き
（
配
偶
者
が
会
社
を
辞

　
め
た
と
き
や
本
人
の
パ
ー
ト
収
入
が
増

　
え
た
と
き
）�

　
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
資
格
取

　
得
届
の
届
け
を
し
て
下
さ
い
。
市
町
村

　
及
び
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
へ�

○
会
社
員
で
あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る

　
よ
う
に
な
っ
た
と
き�

　
　
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
資
格
取

　
得
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。
配
偶
者
の
勤

　
務
す
る
事
業
所
へ�

○
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き�

　
　
住
所
変
更
届
の
届
け
を
し
て
下
さ
い
。

　
第
１
号
被
保
険
者
は
市
町
村
及
び
管
轄

　
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
、
第
３
号
被
保

　
険
者
は
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
主
へ�

○
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す�

　
　
平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

　
月
額
１
３
’８
６
０
円
で
す
。
保
険
料
の

　
納
付
は
、
国（
社
会
保
険
庁
）か
ら
送
付

　
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・

　
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・

　
社
保
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

�

●
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い�

　
　
保
険
料
の
納
付
は
便
利
で
安
全
で
確

　
実
な
納
付
方
法
と
し
て
、「
口
座
振
替
」

　
を
お
勧
め
し
ま
す
。�

▽
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す�

　
　
毎
月
、
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
納
め

　
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心

　
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。�

▽
申
込
み
は
簡
単�

　
　
希
望
す
る
金
融
機
関
で
簡
単
に
手
続

　
き
が
で
き
、
手
数
料
は
一
切
か
か
り
ま

　
せ
ん
。�

▽
お
得
な
早
割
り
の
ご
利
用
を�

　
　
月
々
の
保
険
料
を
口
座
振
替
の
早
割

　（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
落
し
）で
納

　
付
す
る
と
月
額
50
円
の
割
引
と
な
り
ま

　
す
。�

��

■
問
い
合
せ
先�

　
長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所�

　
℡
０
９
５
‐
８
６
１
‐
１
２
１
１�

　
ま
た
は
、対
馬
市
各
支
所

住
民
生
活
課�

　
年
金
担
当
ま
で�

～平成18年度から口座振替済通知書は年１回にまとめて発送します。～�～平成18年度から口座振替済通知書は年１回にまとめて発送します。～�

【その他】�
　　○軽自動車税は、口座振替利用者を対象に、振替後に車検用の「軽自動車税納税証明書」を兼ねた�
　　　口座振替済通知書を従来どおり送付します。�
　　○振替不能の場合は、従来どおりその都度別途通知します。�
�

　税金などの納入に口座振替をご利用の方に、領収証書に代わるものとして振替ごとに発行しております�
口座振替済通知書ですが、行財政改革の取り組みの一つとして、平成18年度から年１回にまとめて発行い�
たします。�
　口座振替ご利用の皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。�

【対象になる税金等及び口座振替済通知書の発行月及び問い合せ先】�
口座振替している種目� 振替済通知発行月� 問　　い　　合　　せ　　先�

市県民税�

固定資産税�

軽自動車税�

国民健康保険税�

幼稚園授業料・入園料�

教職員住宅使用料�

公営住宅使用料�

定住促進住宅使用料�

介護保険料�

水道料（厳原管内）�

保育料�

税務課　℡０９２０‐５３‐６１１１�
または　各支所の住民生活課　税務班�

教育委員会総務課　℡０９２０‐８６‐３２１１�
または　教委各地区事務所　学校教育班�

各支所の産業建設課　管理班�

上県支所　総務課　総務班　℡０９２０‐８４‐２３１１�

保健部　保険課　℡０９２０‐５８‐１１１８�

水道局　℡０９２０‐５２‐０９４３�

福祉事務所福祉課　℡０９２０‐５８‐２２９４�
または　各支所の健康福祉課　福祉班�

翌年３月�

翌年３月�

６　月�

翌年３月�

翌年４月�

翌年４月�

翌年４月�

翌年４月�

翌年３月�

翌年４月�

翌年４月�

口座振替を利用されている皆さんへ�


